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電
子
版
市
民
プ
レ
ス　
第
76
号

　

タ
ブ
ロ
イ
ド
地
域
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
第
76
号
（2017/4/5

発
行
）
の
電
子
版
と

し
て
再
編
集
し
ま
し
た
。
電
子
書
籍
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
で
お
読
み
下
さ
い
。

ま
た
ご
利
用
の
環
境
に
よ
っ
て
は
、電
子
書
籍
の
閲
覧
が
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
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武
蔵
野
台
地
の
小
さ
な
街
の
記
憶　
そ
の
四

　　
　

大
石
館
は
「
舘
本
村
」
と
な
り　
そ
の
分
村
は
「
引
又
宿
」
に

　
　
　
　
『
廻
国
雑
記
』
か
ら
『
舘
村
旧
記
』
の
世
界
へ

 

四・一 

巡
歴
の
高
僧
、
道ど
う
こ
う
じ
ゅ
ご
う

興
准
后
は
・
・
・

　

修
験
道
の
本
山
派
を
統
括
す
る
地
位
に
あ
っ
て
、
十
ヶ
月
に
及
ぶ
公
的
な
旅
の
覚
え
を
繊
細
な
詩
文
で
記

し
、
長
享
元
年
（1487

）、
紀
行
文
「
廻
国
雑
記
」
を
著
わ
し
た
。

　

道
興
は
、
応
仁
の
乱
で
荒
廃
し
た
都
を
発
ち
、
北
陸
道
を
経
て
越
後
か
ら
関
東
に
入
っ
て
、
文
明
十
八
年

（1486

）
の
秋
に
は
、
志
木
市
の
宗
岡
を
訪
れ
た
。

　

本
紙
の
前
号
で
は
、
本
書
に
読
み
込
ま
れ
た
詩
文
か
ら
道
興
の
足
跡
を
辿
り
、
志
木
市
周
辺
に
残
さ
れ
た
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風
光
を
懐
古
し
つ
つ
、
遥
か
な
と
き
の
流
れ
を
味
わ
い
、
終
章
で
は
、
翌
年
の
長
享
元
年
、
大
石
信
濃
守
の

館
に
招
か
れ
た
と
き
、
そ
こ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
華
や
か
な
宴う
た
げの
有
様
を
垣
間
み
て
き
た
。

　

道
興
の
詩
に
・
・
・

一い
っ
か
ん
き
ょ
う

閑
興
に
乗
じ
屢
し
ば
し
ば

楼
に
登
る

遠
近
の
江
山
幾
州
を
分わ
か

つ

落ら
く
が
ん鴈
霜
に
叫
び
風
颯さ
つ
さ
つ々

白は
く
さ
す
い
ち
く

沙
翠
竹
斜
陽
幽か
す
かな

り
 

四・二 

道
興
を
招
い
た
の
は
大
石
信
濃
守
と
記
さ
れ
て
い
る
が
・
・
・

　
こ
の
日
、
道
興
を
招
い
た
館
の
主
は
、
戦
死
し
た
父
の
三
十
三
回
忌
の
供
養
を
執
り
行
っ
て
い
た
の
で
、
道

興
は
、
冥
福
を
祈
る
歌
を
添
え
て
花
一
枝
を
贈
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

彼
の
亡
父
は
、
分
倍
河
原
の
戦
い
（
足
利
成し

げ

氏う
じ
の
率
い
る
鎌
倉
公く

ぼ
う方
勢
と
上
杉
顕あ

き

房ふ
さ
の
率
い
る
関
東
管か

ん

領れ
い

勢
と
の
間
で

行
わ
れ
て
い
た
合
戦
）
で
亡
く
な
っ
た
大
石
房ふ
さ

重し
げ

と
推
測
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
館
の
当
主
は
、
当
時
武
蔵
国
の

管
理
を
任
さ
れ
て
い
た
守
護
代
（
守
護
の
下
の
役
職
）、
信
濃
大
石
家
十
一
代
、
大
石
顕あ
き
し
げ重

に
違
い
な
い
よ
う
だ
。

　
大
石
氏
館
の
所
在
地
を
巡
っ
て
・
・
・

　

本
紙
で
は
、
道
興
を
招
い
た
武
蔵
国
の
守
護
代
大
石
顕
重
の
館
は
、
志
木
市
内
の
「
柏
ノ
城
」
と
し
て
こ

れ
ま
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
進
め
て
き
た
。

　

有
力
な
豪
族
だ
っ
た
信
濃
大
石
家
は
、
山
内
上
杉
氏
の
重
臣
と
し
て
、
東
京
西
部
か
ら
埼
玉
県
の
南
部
に

か
け
て
い
く
つ
も
の
城
館
を
築
い
て
お
り
、
顕
重
の
主
た
る
城
館
は
現
・八
王
子
市
一
帯
に
所
在
し
て
い
た
の
で
、

志
木
市
の
柏
ノ
城
は
そ
の
支
城
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、『
八
王
子
市
史
』で
は
、道
興
を
招
い
た
舞
台
は
、彼
が
本
拠
と
し
て
い
た
高
月
城（
高
槻
と
も
書
く
）

だ
っ
た
と
記
載
さ
れ
、『
志
木
市
史
』
と
は
異
な
っ
て
い
て
、
相
互
に
対
立
し
て
い
る
。

　
い
ま
に
残
さ
れ
た
「
高
月
城
」
は
、
標
高150m

余
り
、
比
高40m

、
秋
川
の
断
崖
に
建
ち
、
東
は
多

摩
川
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、
長
禄
年
間
（1457

〜1460

）
に
築
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
大
石
氏
の
城
館
と
し
て
、
大
永
元
年
（1521

）、
顕
重
か
ら
家
督
を
継
承
し
た
定さ
だ
し
げ重
に
よ
っ
て
「
滝

山
城
」
が
築
か
れ
、
こ
の
と
き
、
主
城
は
こ
こ
に
移
転
さ
れ
た
と
い
う
。

　

道
興
が
大
石
氏
に
招
か
れ
た
こ
ろ
、
江
戸
城
に
滞
在
し
て
い
た
万
里
集
九
と
い
う
詩
僧
が
、
定
重
の
人
と

な
り
を
記
し
て
い
る
が
、
活
動
的
な
人
物
だ
っ
た
よ
う
だ
。
集
九
は
、
定
重
の
依
頼
で
、
大
石
館
に
在
っ
た

高
楼
「
万
秀
斎
」
か
ら
の
眺
め
を
詩
文
に
詠
ん
だ
、
と
い
う
（
論
議
の
詳
細
は
、『
市
民
プ
レ
ス
』
五
十
七
号
を
参
照

さ
れ
た
い
）。
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主
城
は
滝
山
城
に
移
る
・
・
・

　
い
ま
に
残
さ
れ
た
「
滝
山
城
」
は
、
高
月
城
跡
の
南
東
、
多
摩
川
に
沿
い
、
標
高170m

、
比
高80m

の
要
害
に
所
在
す
る
。
そ
の
南
側
に
は
加
住
丘
陵
が
広
が
り
、
一
帯
は
雑
木
林
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
規
模
が
大

き
い
。
そ
の
た
め
、「
高
月
城
」
は
そ
の
支
城
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、大
石
氏
は
八
王
子
の
主
城
群
か
ら
所
沢
の「
瀧
の
城
」を
経
て「
柳
瀬
川
」の
流
域
に
沿
い
、

つ
い
に
は
志
木
の
支
城
「
柏
ノ
城
」
に
い
た
る
長
い
防
衛
線
を
築
い
た
よ
う
だ
。
で
は
そ
の
守
り
は
一
体
誰
に

向
か
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

 

四・三 

大
石
城
館
群
は
西
か
ら
東
へ

　

八
王
子
か
ら
所
沢
を
経
て
志
木
へ
と
、
広
域
に
展
開
さ
れ
た
大
石
氏
の
備
え
は
、
誰
を
、
そ
し
て
何
を
防

御
す
る
た
め
だ
っ
た
の
か
。

　

鎌
倉
を
目
指
し
て
南
下
を
目
指
す
、
北
方
の
古
河
公く

方ぼ
う

、
ま
た
南
方
か
ら
力
を
も
っ
て
迫
り
来
る
北
条
氏
、

北
条
早
雲
の
攻
勢
に
備
え
、
し
か
も
川
越
城
か
ら
江
戸
城
へ
と
南
北
に
展
開
さ
れ
た
太
田
氏
（
扇
谷
上
杉
氏
の

家
宰
）
と
対
峙
す
る
大
石
氏
（
山
内
上
杉
氏
の
重
臣
）
が
構
え
た
必
死
の
戦
略
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
道
興
が
招
か
れ
た
大
石
氏
の
館
は
・
・
・

　

現
在
、
志
木
市
第
三
小
学
校
の
校
地
と
な
り
、
地
域
一
帯
は
武
蔵
野
台
地
の
縁
辺
に
在
っ
て
、
眼
下
に
は

柳
瀬
川
が
流
れ
る
。
堤
防
に
続
い

て
湿
地
帯
（
現
・
志
木
市
立
中
学
校

の
校
地
）
が
広
が
り
、
そ
の
地
形
は

堅
固
な
防
御
の
役
目
を
果
た
し
て

い
た
。
し
か
も
、
遠
方
に
は
、
大

石
氏
と
道
興
准
后
が
「
遠
景
勝
れ

て
、
数
千
里
の
江
山
眼
の
前
に
尽

き
ぬ
と
お
も
ほ
ゆ
」
と
詠
ん
だ
、

遥
か
な
眺
望
を
楽
し
む
こ
と
も
で

き
た
の
で
あ
る
。

大
石
顕
重・定
重
は
、多
摩
川
に
臨
ん
だ
加
住
丘
陵
の
崖
線
に
「
高
月
城
」

と
「
滝
山
城
」
を
築
い
た
が
、
さ
ら
に
柳
瀬
川
に
沿
っ
て
武
蔵
野
台
地

を
下
り
、
支
城
と
し
て
瀧
ノ
城
（
所
沢
市
）、
柏
ノ
城
（
志
木
市
）
を
構

築
し
て
、
太
田
道
灌
が
展
開
し
た
川
越
〜
江
戸
の
布
陣
、
南
下
す
る
古

河
公
方
、
北
方
を
狙
う
北
条
氏
と
交
錯
す
る
守
り
を
固
め
た
。
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国
を
統
一
し
た
上
杉
氏
が
関
東
に
進
出
し
て
、
諸
城
を
落
と
す
。
つ
い
で
北
条
氏
の
本
拠
地
、
小
田
原
城
へ
と

向
か
い
、三
月
、志
木
市
の
大
石
の
城
館
は
、上
杉
氏
（
景
虎/ 

謙
信
）
の
攻
略
に
よ
っ
て
こ
の
と
き
落
城
し
た
、

と
さ
れ
て
い
る
。

 

四・六 

廃
城
と
な
っ
て
の
ち
は
・
・
・

　

辺
り
に
残
留
し
た
人
々
（
か
つ
て
は
仕
え
て
い
た
臣
下
も
戻
っ
て
）
に
よ
っ
て
館
の
跡
地
は
占
有
さ
れ
、
民
有
地

と
な
っ
て
村
落
へ
と
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
後
に
志
木
市
域
の
中
核
と
な
っ
た
「
館
村
／
舘
村
」
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
当
村
の
名
主
、
宮
ヶ
原
仲
右
衛
門
は
、
自
ら
の
眼
で
見
た
地
域
の
暮

ら
し
に
加
え
て
、
伝
承
を
も
詳
し
く
記
述
し
た
『
館
村
旧
記
』
を
残
し
た
。

　

彼
は
元
禄
十
一
年
（1698

）、
同
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
二
十
六
歳
の
と
き
か
ら
、
二
十
五
年
間
名
主

職
を
つ
と
め
、
ま
た
尾
張
家
御
鷹
場
案
内
役
を
兼
務
し
た
。『
館
村
旧
記
』
を
執
筆
し
た
の
は
、
享
保
十
二

年
（1727

）
〜
同
十
四
年
で
、舘
村
の
歴
史
、正
徳
年
中
（1711

〜16

）
か
ら
享
保
に
か
け
て
の
村
の
状
況
や
、

言
い
伝
え
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

現
・
柏
町
の
旧
家
、「
宮
原
家
」に
保
存
さ
れ
、現
代
に
至
っ
て
、大
石
氏
館
跡
の
歴
史
な
ど
を
、こ
の
書
に
よ
っ

て
、
細
部
に
わ
た
っ
て
推
し
量
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
は
、
誠
に
幸
い
な
こ
と
で
あ
り
、
志
木
市
の
指

 
四・四 

柏
ノ
城
と
民
家

　

現
在
、
志
木
市
館
の
氷
川
神
社
境
内
に
存
置
さ
れ
て
い
る
「
図
像
板
碑
」（
志
木
市
文
化
財
指
定
）
に
は
、

造
立
し
た
日
付
と
し
て
、
文
明
十
八
年
十
月
二
十
三
日
と
刻
ま
れ
、
十
軒
余
り
の
民
家
（
お
そ
ら
く
農
家
）
の

名
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
興
が
城
館
を
訪
れ
た
こ
ろ
、
そ
の
隣
り
に
は
、
す
で
に
民

地
が
拓
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
板
碑
に
は
、
阿
弥
陀
如
来
が
来
迎
す
る
姿
が
描
か
れ
、
か
つ
て
は
、
柏
ノ
城
跡
（
現
・
市
立
第
三
小
敷
地
）

に
在
っ
た
「
城
山
八
幡
社
」
の
御
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
。
当
時
の
村
の
念
仏
講
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た

も
の
だ
が
、
同
八
幡
社
が
廃
社
さ
れ
た
さ
い
に
、
現
在
地
に
移
さ
れ
た
と
い
う
。
但
し
、
遺
憾
な
が
ら
、
道

興
の
訪
問
以
後
、城
館
の
活
動
記
録
は
全
く
途
絶
え
て
し
ま
う
。
で
は
、「
柏
ノ
城
」
は
廃
墟
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
か
？

 

四・五 

そ
の
こ
ろ
駿
河
国
を
出
て
北
上
し
た
北
条
氏
は
、
武
蔵
国
に
進
出
す
る

　

大
石
顕
重
、
定
重
が
守
護
代
を
務
め
、
道
興
が
招
か
れ
た
時
（
文
明
十
五
年
）
か
ら
十
年
後
の
天
文
十
五
年

（1546

）、
北
条
氏
は
、
世
に
知
ら
れ
る
「
河
越
夜
戦
」
に
大
勝
し
て
、
大
石
氏
と
志
木
市
域
は
北
条
氏
の
軍

門
下
に
置
か
れ
る
。

　
や
が
て
大
石
氏
の
後
裔
は
、
北
条
氏
の
本
拠
地
だ
っ
た
小
田
原
に
赴
き
、
さ
ら
永
禄
四
年
（1561

）、
越
後
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こ
の
上
総
宮
原
氏
の
一
族
で
は
な
い
か
、
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
現
、
宮
原
宗そ

う

家け

＝
嫡
流
の
故
宮
原
詳
一
氏
談
）。
宮

原
氏
は
、
そ
の
後
、
志
木
に
赴
い
て
大
石
氏
信
濃
守
の
臣
下
と
な
っ
た
（
天
文
二
年
＝1533
か
？
）
と
い
わ
れ
、

真
偽
は
別
と
し
て
、『
館
村
旧
記
』
の
中
で
も
、
大
石
氏
の
城
館
を
守
る
戦
さ
の
話
題
に
は
、
一
層
熱
気
が
こ

も
る
。

　
以
下
、『
館
村
旧
記
』
の
一
部
を
引
用
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

 

四・八 

振
り
仮
名
付
き
の
原
文
で

　
田
た
の
も
の
ち
ょ
う
じ
ゃ

面
長
者
以
来
年
数
荒あ
ら
ま
し

間
敷
之
事

　
（
田
面
長
者
を
伝
説
上
の
人
物
と
考
え
る
見
解
が
有
っ
て
、
こ
の
項
全

体
の
記
述
に
疑
問
が
も
た
れ
て
い
る
）

　
「
当
村
は
田た
の
も
の面
郡ぐ
ん

司じ

長
勝
殿
の
比こ
ろ
よ
り
享
保
年
中
に
及
ん

で
凡
そ
年
数
九
百
年
余
に
も
及
び
け
れ
ど
も
、
夫そ
れ

よ
り
以

来
当
所
に
百
姓
町
人
等
住
居
せ
し
事
又
は
守
護
人
誰
人
と

い
ふ
こ
と
な
ど
云
ひ
伝
へ
侍
ら
ざ
る
也
。
然
れ
ど
も
古
昔
は

人
家
多
く
こ
れ
あ
り
と
聞
こ
へ
て
、
所
々
に
墓
所
の
跡
多
く

こ
れ
あ
る
也
。
さ
て
亦
当
所
柏
城
、
文
明
年
中
の
比
田
面

定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

　

但
し
、著
者
は
文
芸（
例
え
ば『
伊
勢
物
語
』）を
愛
好
し
、文
才
に
長
け
て
い
た
の
で
、文
芸
書
に
比
す
る
ス
ト
ー

リ
ー
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
過
去
の
名
著
に
擬
せ
ら
れ
て
筆
を
進
め
た
部
分
が
少
な
か
ら
ず
、『
館

村
旧
記
』
は
、
正
確
な
歴
史
を
記
し
た
書
で
は
な
い
、
と
の
批
判
も
あ
る
。

　
以
下
、『
志
木
市
史
』、『「
舘
村
旧
記
」
解
読
文
と
解
説
』（
編
集
は
志
木
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
、
解
説
は
、

前
志
木
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
、神
山
健
吉
氏
）（
平
成
二
十
五
年
発
行
）
に
準
拠
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
『
舘
村
旧
記
』
は
、上
巻
の
扉
裏
に
記
さ
れ
た
著
者
の
言
葉
（
歌
）
で
始
ま
る
。

  

か
く
そ
と
も
記
し
と
め
す
は
末
の
世
に

　
　

  

昔
の
空
を
た
れ
か
知
る
べ
し           
宮
ヶ
原
氏
仲
恒
吟

  

四・七 

宮
原
家
の
出
自
は
・
・
・

　
『
舘
村
旧
記
』
に
よ
れ
ば
、
祖
先
の
宮
原
綱
輝
を
上
総
国
安
房
郡
宮
原
に
居

住
し
た
葛
尾
城
主
と
し
て
い
る
の
で
、志
木
市
に
居
住
さ
れ
て
い
る
宮
原
一
族
は
、

http://www.city.shiki.lg.jp/index.cfm/53,2439,134,576,html
舘村旧記
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け
た
る
程
な
く
、
上
杉
勢
押
し
寄
せ
來
た
り
陣
取
り
し
て
鬨と
き
の
声
を
あ
げ
た
り
け
る
。
城
中
に
は
兼
ね
て
期

し
た
る
事
な
れ
ば
、
同
時
に
鬨
を
ぞ
合
は
せ
け
り
。

　

扨
て
城
主
信
濃
守
殿
表
の
櫓や
ぐ
らに

か
け
上
り
敵
の
勢
を
見
給
ふ
に
、
そ
の
勢
雲
霞
の
如
く 
惟た
だ

幕
を
並
べ
竹
束

を
突
並
べ
て
ひ
か
え
た
り
。
信
濃
守
殿
急
ぎ
や
ぐ
ら
を
飛
ん
で
下
り
、
士
卒
に
下
知
し
て
曰
く
「
寄
せ
手
は

多
勢
な
れ
ば
定
め
て
鶴
翼
に
開
き
て
味
方
を
取
り
籠か
こ
む
と
覚
ゆ
る
ぞ
。
さ
あ
ら
ん
時
は
味
方
は
小
勢
な
れ
ば

千
に
一つ
も
勝
利
を
得
る
こ
と
難
か
る
べ
し
。
只
味
方
は
魚
鱗
に
連
り
轡く
つ
はを

な
ら
べ
て
打
続
く
敵
陣
の
真
中
に

割
っ
て
入
り
、
東
西
南
北
へ
四
角
十
文
字
に
駈
け
散
ら
し
前
後
の
敵
に
目
を
く
ば
り
、
大
将
と
覚
し
き
敵
あ

ら
ば
組
ん
で
勝
負
を
決
す
可
し
。
又
は
葉
武
者
た
ら
ば
射
て
取
る
べ
し
。
兼
ね
て
は
西
門
よ
り
射
手
の
達
者

を
操く

り
出
し
、
番
匠
坂
、
千
手
堂
、
稲
荷
山
の
辺
に
伏
勢
を
隠
し
置
き
て
、
敵
城
へ
近
付
か
ば
合
図
を
定
め

て
横
矢
を
射
さ
せ
、
城
中
よ
り
は
火
矢
を
打
ち
出
す
べ
し
。
敵
共
引
き
色
な
ら
ば
見
澄
し
て
し
き
り
に
追
い

立
て
、
溝
沼
、
濱
崎
辺
の
深
沼
へ
追
い
落
し
、
洩
さ
ず
是
を
打
ち
と
る
べ
し
」
と
委
細
に
手
だ
て
を
成
敗
し
て
、

い
ざ
打
立
て
や
面
々
と
馬
物
具
と
ひ
し
め
き
け
る
。

　

寄
手
は
小
高
き
所
に
陣
取
っ
て
城
の
様
体
を
目
の
下
に
見
下
す
に
、
此
の
城
わ
づ
か
に
東
西
へ
三
町
、
南
北

へ
二
町
ば
か
り
の
子
城
な
れ
ば
唯
一
攻
め
と
あ
な
ど
っ
て
ぞ
控
へ
た
る
。
さ
て
信
濃
守
殿
の
郎
従
に
は
、
宮
ヶ

原
内
膳
、
同
主
税
、
伊
藤
隼は
や

人と

、
同
外げ

記き

、
星
野
一
角
、
佐
藤
平
馬
、
岸
林
平
、
榎
木
忠
蔵
等
其
の
外
矢

長
者
の
住
居
あ
り
し
跡
を
城
に
築
き
て
大
石
信
濃
守
殿
居
城
と
な
れ
り
。
而し
か

も
相
州
小
田
原
北
条
家
の
幕
下

に
し
て
、
小
田
原
附
十
一ヶ
城
の
内
也
。」

　
「
当
村
を
た
て
村
と
い
ふ
に
付
き
て
、「
舘
」
と
「
館
」
と
の
二
字
こ
れ
あ
り
。

或
人
の
云
は
く
、「
館
」
の
字
は
高
官
の
御
方
の
旅
行
へ
御
出
で
あ
り
て
お
泊
り
な
ど
の
旅
館
の
時
に
そ
の
所

に
御
殿
な
ど
建
ち
て
御
住
居
あ
り
て
お
泊
り
な
ど
の
旅
館
の
時
に
「
館た
び
や」

の
字
を
書
す
る
也
、
又
「
舘た
て

」
と

い
ふ
字
は
高
官
の
御
方
の
其
所
に
御
殿
な
ど
建
ち
て
御
住
居
あ
り
た
る
所
を
「
舘た
て

」
と
い
ふ
也
と
。
故
に
村

里
の
村
名
に
「
舘た
て

」
の
字
付
き
た
る
所
は
、
必
ず
位
高
き
御
方
の
御
舘た
ち

あ
り
し
故
に
「
舘た
て

」
い
ふ
也
。
然
れ

ば
当
所
は
柏
城
の
西
の
丸
に
侍
り
、殊
に
亭ち
ん

の
建
ち
た
る
所
な
ど
こ
れ
あ
り
、則
ち
そ
の
下
の
田
所
を
今
に「
亭

の
下
」
と
字
を
呼
ぶ
也
。
さ
れ
ば
こ
そ
「
舘
村
」
と
名
づ
け
た
る
も
尤
も
に
て
理
こ
と
わ
り

也
。」

 

四・九 

舘
柏か
し
は
之の

城じ
ょ
う

軍い
く
さ
之
事

　

抑
そ
も
そ
も

舘
柏
之
城
は
昔
田
面
郡
司
長
勝
殿
の
住
み
た
ま
ふ
跡
也
。
此
の
城
人
皇
百
六
代
後
奈
良
院
の
御
宇
、

天
文
年
中
の
比こ
ろ

は
大
石
信
濃
守
政
吉
殿
の
居
城
た
り
。
城
下
に
は
町
々
辻
小
路
を
通
し
町
民
の
編
戸
軒
端
を

連
ね
、
見
世
店
を
構
え
し
め
賑に
ぎ
はへ

り
。
時
に
越
後
の
国
の
官
領
上
杉
謙
信
輝て
る

虎と
ら

卿
、
小
田
原
北
条
氏
康
卿
を

攻
め
ん
と
大
軍
に
て
河
越
よ
り
武
蔵
野
辺
に
押
し
寄
せ
ら
る
。
そ
の
刻
当
城
へ
寄
せ
来
た
る
と
聞
へ
し
か
ば
、

籠
城
の
用
意
と
し
て
兵
糧
を
込
め
、
或
は
堀
を
浚さ
ら
ひ
仮
り
塀
を
掛
け
さ
せ
城き

ど戸
逆さ
か
も
ぎ

母
木
を
引
い
て
ぞ
待
ち
か
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部
、
岡
本
、
林
、
戸
沼
、
小
沢
、
関
口
等
城
戸
押
し
開
き
切
て
出
で
敵
む
ら
が
り
た
る
中
へ
さ
っ
と
駈
け
入
れ
、

四
角
八
方
へ
馬
烟け
む
りを
立
て
追
つ
返
し
攻
め
戦
う
。・
・
・
・
・
＝
以
下
省
略
＝

　

城
は
落
ち
、
つ
い
に
、
信
濃
守
は
湯
殿
で
無
残
な
死
を
遂
げ
る
、
と
し
て
、
こ
の
物
語
は
終
わ
る
。

　
し
か
し
、
歴
史
を
紐
解
い
て
も
、
大
石
信
濃
守
の
中
で
、
湯
殿
で
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
も
の
は
い
な
い
の
で
、

虚
構
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
、と
断
言
す
る
向
き
も
あ
る
。
し
か
し
、神
山
健
吉
氏
は
、次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
著
者
の
仲
右
衛
門
が
本
書
を
著
す
ま
で
す
で
に
百
六
十
六
年
が
経
過
し
て
お
り
、
戦
闘
の
様
子
は
相
当

部
分
忘
却
さ
れ
て
い
た
た
め
、
当
時
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
わ
ず
か
な
伝
承
を
、
著
者
は
大
幅
に
増
幅
し
、

さ
ら
に
面
白
く
潤
色
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」、
と
。

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
点
は
数
多
い
が
、
こ
の
本
文
は
、
天
文
年
中
（1532

〜54

）
の
柏
城
の
城
主
が
大
石

信
濃
守
某
で
あ
っ
た
こ
と
、
又
、
永
禄
四
年
に
小
田
原
を
遠
征
し
た
上
杉
勢
の
分
遣
隊
に
よ
っ
て
柏
城
が
攻

撃
を
受
け
た
こ
と
を
示
す
唯
一の
資
料
な
の
で
、
無
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
、
と
い
う
見
解
が
定
着
し

て
い
る
。

 

四・十 

柏
ノ
城
趾
の
発
掘
調
査

 

「
柏
の
城
」
は
、
武
蔵
野
台
地
の
崖
線
を
天
然
の
要
害
と
し
て
築
か
れ
た
館
（
又
は
砦
、
小
規
模
な
城
）
で
、

そ
の
背
後
に
当
る
東
と
南
方
向
に
堀
を
巡
ら
す
、
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
五
年
（1980

）
七
月
か
ら

ほ
ぼ
一ヶ
月
に
わ
た
る
調
査
が
志
木
市
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

　

市
史
専
門
調
査
委
員
の
井
上
国
夫
氏
ほ
か
が
担
当
し
、
早
稲
田
実
業
高
校
考
古
学
研
究
部
、
民
地
所
有

者
の
協
力
を
得
て
発
掘
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
地
表
か
ら
四
〜
五
メ
ー
ト
ル
、
箱
形
薬や
げ
ん研

（
藥

研
は
草
木
を
碎
い
て
粉
薬
を
つ
く
る
道
具
）
状
の
堀
が
姿
を
現
わ
し
た
。
幅
は
ほ
ぼ
十
メ
ー
ル
で
、
大
掘
跡
は
空
堀

だ
っ
た
。

　

発
掘
調
査
の
結
果
、
詳
細
な
跡
地
の
見
取
り
図
が
完
成
し
、
こ
の
絵
図
か
ら
当
時
の
城
郭
の
大
要
を
推
測

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

次
頁
に
掲
げ
た
の
は
、「
城
跡
の
見
取
り
図
」（『
志
木
市
郷
土
誌
』
よ
り
）、
そ
の
下
は
、
当
時
の
城
郭
を
推

測
し
て
描
か
れ
たCG

、
ま
た
左
頁
の
上
段
に
、「
城
郭
図
」
を
示
し
た
。

 

四・十
一 

大
石
氏
の
城
館
が
「
柏
ノ
城
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
・
・
・

　
『
館
村
旧
記
』
の
巻
頭
に
、
大
石
氏
の
城
館
は
「
柏
ノ
城
」
と
記
さ
れ
、「
柏
ノ
城
」
は
、
こ
の
書
が
初
見

だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
、い
つ
し
か
、
こ
の
名
称
が
定
着
し
て
、
今
日
で
は
「
柏
」
を
冠
し
た
「
柏
町
」
は
、

志
木
市
内
の
重
要
な
町
名
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、以
後
本
紙
で
も
、「
大
石
氏
館
」と
と
も
に
、「
柏
ノ
城
」

の
名
称
を
使
う
こ
と
に
し
た
い
。
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な
お
、『
志
木
市
史
』で
は
、河
越
城
・
江
戸
城
・

本
郷
城
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
初
雁
城
」・「
千
代
田
城
」・「
滝
の
城
」
の
別
名
が
あ
る
よ
う
に
、
城
近
辺
の
風
物

に
因
ん
で
、そ
の
特
色
を
現
わ
す
雅
名
と
し
て
付
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、と
記
し
、さ
ら
に
、「
柏
」
は
「
か

し
わ
餅
」
に
用
い
る
「
槲か
し
わ」

で
は
な
く
、
側そ
く
は
く柏

（
コ
ノ
ガ
シ
ワ
）・
扁へ
ん
ぱ
く柏

（
ヒ
ノ
キ
）
の
柏
な
の
で
、
恐
ら
く
往
時

の
城
周
辺
に
、
そ
う
し
た
常
緑
喬
木
の
林
が
茂
っ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
、
と
推
測
し
て
い
る
。
現
に
城
の
西
の
丸
跡
に
あ

た
る
元
長
勝
院
（
昭
和
六
十
年
二
月
廃
寺
）
の
境
内
に
、
志
木

市
が
特
に
保
存
樹
木
と
指
定
し
て
い
る
ヒ
ノ
キ
の
老
木
が
あ

る
が
、
こ
の
木
は
江
戸
時
代
に
、
城
の
名
を
示
す
記
念
樹
と

し
て
植
え
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

幸
い
に
も
、『
館
村
旧
記
』
に
描
か
れ
た
「
柏
ノ
城
」
の

配
置
は
、
現
代
の
地
図
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
上

記
し
た
よ
う
に
、
近
年
、
大
規
模
な
発
掘
・
調
査
が
行
わ
れ
、

大
堀
の
跡
な
ど
が
確
か
め
ら
れ
た
の
で
、
大
石
氏
の
城
館
は
、

屋
敷
で
は
無
く
て
、
ま
さ
し
く
「
城
郭
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

志
木
市
史
中
世
資
料
編
の
『
舘
村
旧
記
』
に
戻
っ
て
、

http://hya34.sakura.ne.jp/iruma/kasiwazyou/kasiwazyou.html

下図は、CG 画像で
柳瀬川に沿った湿田を見下ろす崖線上に築かれた城館

　上図は、武蔵野台地の縁辺に位置する「志木市立第三小学
校」と、その崖下に所在する「市立中学校」に、柳瀬川の流れを
加えて、当時の「大石氏館」を見据えて作製されたもの
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引
又
川
岸

新
川
岸
川

新
川
岸
ヨ
リ
川
道

引
又
大
橋
迄
六
里
余

田
子
山
御
林

五
畝
六
歩

奥
州
街
道 江

戸
道

西

北
野
村

宗
岡
村

高
橋

中
野
下

入
江
田

宝
幢
寺

宮
戸
道

陣
場

直
路

本
絵
図
の
原
本
は
星
野
律
子
家
所
蔵

　
『
志
木
市
史
通
史
編
』
に
掲
載
さ
れ
る

大
和
田
道

柳
瀬
川

宝
永
二
酉
歳
改　
宝
永
二
年
（1705

）

武
州
新
座
郡  

舘
村 

絵
図

　
　
　
　
　

  

同  

引
又 

中
野

一
高
千
三
拾
四
石
七
斗
七
升
壱
合

　
　

外
六
拾
壱
石
六
斗
四
合　

検
地
出
高
并
野
高

　

此
反
別
百
八
拾
八
町
三
反
壱
畝
廿
七
歩

　
　

内　

五
拾
六
町
五
反
弐
畝
廿
六
歩　

田
方

　
　
　

 　

百
三
拾
壱
町
七
反
九
畝
壱
歩  

畑
方

　
　
　
　
　

 

内
三
町
四
畝
七
歩　

     

野
畑

　
天
保
七
丙
申
歳
七
月
朔
日
写
之　

半
平
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四・十
二 

舘
村
再
始
芝
分
屋
舗
取
の
次
第

　

天
文
（
註
記
：
永
禄
カ
？
）
年
中
当
所
柏
之
城
没
落
し
て
、
大
石
信
濃
守
殿

の
家
中
並
な
ら
び
に

百
姓
町
人
等
、
悉
く
当
所
を
離
散
し
此
処
彼
処
に
徘
徊
す
。

程
有
り
て
宮
ヶ
原
、
伊
藤
、
佐
藤
、
岸
な
ど
当
所
へ
戻
り
、
城
の
三
の
郭
の

北
側
に
屋
敷
取
り
す
。
則
ち
本
丸
の
前
に
宮
ヶ
原
監
物
屋
敷
取
る
。
是
を
上

宿
と
い
ふ
。
二
の
丸
の
郭
に
岸
茂
左
衛
門
屋
敷
取
る
。
是
を
中
宿
と
い
ふ
。

又
三
（
註
記
：
二
カ
？
）
の
丸
の
東
の
方
に
伊
藤
清
左
衛
門
屋
敷
取
る
。
是
を

下
宿
と
い
ふ
。
そ
の
東
に
佐
藤
平
蔵
屋
敷
取
る
。
但
し
城
の
こ
れ
あ
り
し
時

は
、
北
側
は
す
べ
て
間
口
十
五
間
宛
に
割
り
た
る
家
中
屋
舗
な
り
。
舘
再
始

の
時
是
を
割
り
直
し
屋
敷
取
る
。
南
側
に
住
す
る
輩
は
、
岡
田
、
榎
本
、
矢

部
、
岸
山
、
渋
谷
、
小
沢
等
也
。
但
し
南
側
は
間
口
十
二
間
宛
に
割
り
た
る

家
中
屋
舗
な
り
。
是
を
割
り
直
し
て
住
す
。
都
合
家
数
十
七
軒
、
家
内
人

数
男
女
合
は
せ
て
六
十
七
人
住
す
。右
の
通
り
舘
本
村
芝
分
け
の
根
元
是
也
。

　
以
下
本
文
を
省
略
す
る
が
、最
後
に
は
、程
経
て
他
村
よ
り
移
住
し
て
き
た
諸
家
の
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
，
入
間
郡
所
沢
村
よ
り
三
上
氏
が
来
た
ほ
か
、
尾
崎
、
小
野
、
綱
島
、
高
野
氏
な
ど
が
追
々
と
移

り
住
ん
で
開
発
に
当
っ
た
と
い
う
。

　
『
舘
村
旧
記
』
に
は
、詳
細
な
「
柏
之
城
落
城
後
の
屋
敷
割
の
図
」（
一
七
、八
頁
の
図
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
移
住
し
て
き
た
諸
家
を
も
加
え
た
、「
宝
暦
三
年
」（1753

）、
江
戸
時
代
中
期
の
屋
敷
が
書
き
添
え

ら
れ
て
い
る
。

　
つ
づ
い
て
開
発
さ
れ
た
、「
中
野
組
之
事
」、「
次
に
針
ケ
谷
組
開
発
之
事
」
に
、
移
り
、

　

扨
舘
六
箇
郷
と
云
ハ
、
上
宿
・
下
宿
・
新
屋
鋪
・
大
塚
・
中
野
組
・
針
ヶ
谷
組
、
右
是
を
六
ヶ
郷
と
ハ
云
也
、

元
禄
六
酉
年
針
ヶ
谷
組
別
村
に
な
り
て
、
舘
ハ
五
ヶ
郷
な
り
。
今
ハ
引
又
を
添
て
六
ヶ
郷
と
な
れ
り
・
・
・
・

　
舘
本
村
か
ら
引
又
村
が
分
村
さ
れ
る
・
・
・

　
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
。

 

四・
十
三 

舘
本
村
開
発
之
残
田
地
引
又
新
田
之
事
（
但
し
引
又
は
天
正
四
年
之
開
発
）　

∧
附
、
三
上
氏
一
族
の
事
、

星
野
氏
、
村
山
氏
の
事
、
そ
の
他
∨

　

舘
本
村
之
枝え
だ

郷ご
う

引ひ
き

跨ま
た
ぎ

新
田
は
舘
本
村
之
川
岸
場
上
通
り
に
有
之
。
開
発
せ
し
残
地
に
て
、
則
ち
引
跨
の

上
通
り
に
開
発
せ
し
ゆ
へ
に
此
字あ
ざ
なを

直
ぐ
に
用
い
て
引
跨
新
田
と
名
付
け
た
る
也
。
こ
の
引
跨
と
い
ふ
字
の
謂い
は

れ
は
、
昔
よ
り
今
に
及
ん
で
内
河
を
上
の
方
へ
引
き
登
す
船
の
水
夫
供
が
、
綱
を
肩
に
か
け
て
川か
は

縁べ
り
を
水
上
へ

舟
を
曳
い
て
登
す
る
時
に
、
尉
じ
ょ
う

殿ど
の

権ご
ん

現げ
ん

（「
水
神
」
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
）
の
下
、
柳
瀬
川
の
水
の
落
ち
口
を
綱

2122
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を
曳
き
な
が
ら
跨
ぐ
を
以
て
、
彼
所
の
字
を
「
引
き
ま
た
ぎ
」
と
名
付
け
た
る
也
。
古
昔
の
歌
に
云
く

 
世
渡
り
の
仕
業
な
り
と
て
患う
れ
いな
げ
に　

綱
曳
き
跨
ぎ
ぬ
る
る
水か

こ手
の
身

　

と
い
ふ
歌
あ
り
。
此
の
歌
の
意
は
綱
を
曳
き
て
柳
瀬
川
の
水
の
落
ち
口
を
引
き
跨
ぎ
、
股
ま
で
も
濡
る
る

と
い
ふ
心
な
り
。
股
は
人
の
股
也
。
今
引
又
と
い
ふ
は
縦た
と
へば
宗む
ね

岡お
か

村
を
む
に
ふ
か
若ご
と

く
、
引
跨
ぎ
と
は
云
悪

き
に
因
て
何な
に

比ご
ろ

と
な
く
曳
股
と
云
ひ
誤
れ
り
。
今
は
字
面
も
書
違
へ
て
引
又
と
書
す
る
也
。

 

四・十
四 

然
る
に
右
引
跨
新
田
は
・
・
・

　
三
上
団
左
衛
門
が
開
発
せ
し
新
田
也
。

　

安
土
桃
山
時
代
（
天
正
四
年
∧1576

∨
〜
慶
長
五
年
∧1600

∨
）
に
入
っ
て
、
志
木
市
内
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
、

舘
村
を
本
村
と
し
て
引
又
村
の
開
発
が
始
ま
る
。
戦
国
の
世
の
転
機
と
な
っ
た
、
織
田
信
長
・
徳
川
家
康
の

連
合
軍
が
、
武
田
勝
頼
の
大
軍
に
勝
利
し
た
「
長
篠
の
戦
い
」（
天
正
三
年
）
の
こ
ろ
で
あ
る
。

　

新
田
開
発
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
所
沢
か
ら
舘
村
に
転
入
し
た
「
三
上
弾
左
衛
門
」
と
い
う
人
物
の
申

し
立
て
だ
っ
た
（
天
正
四
年
＝1576

＝
か
）。

　

扨
団
左
衛
門
村
役
人
へ
願
い
け
る
は
「
私
事
子
供
多
く
有
之
、
則
ち
四
人
は
本
村
に
仕
付
候
へ
ど
も
残
り

二
人
の
悴
ど
も
仕
付
が
た
く
候
に
付
、
何
卒
内
川
川
岸
の
上
通
り
に
有
之
残
地
を
新
開
致
し
此
所
へ
引
越
渡

世
致
度
候
」
と
願
ひ
け
れ
ば
村
役
人
村
方
へ
及
相
談
の
上
団
左
衛
門
が
願
い
に
任
せ
、・
・
・

　
以
下
省
略
す
る
が
、
村
役
人
か
ら
許
可
さ
れ
た
三
上
氏
は
、
現
・
志
木
市
の
大
通
り
に
移
り
、
開
発
に
取

り
組
む
。
間
も
な
く
同
家
の
近
隣
に
、
村
山
家
及
び
星
野
家
が
居
住
す
る
よ
う
に
な
る
。
当
時
は
舘
村
に
居

住
し
て
い
た
村
山
家
は
、本
村
に
田
畑
を
持
っ
た
ま
ま
移
り
住
み
、ま
た
星
野
家
は
入
間
郡
鶴
瀬
村
綿
戸
（
現
・

富
士
見
市
綿
戸
）か
ら
移
っ
て
き
た
。
ま
た
、前
記
し
た「
引
又
新
田
」に
続
く
『
舘
村
旧
記
』の
一
項
目
と
し
て
、

　

右
三
上
、
星
野
、
村
山
氏
の
三
苗
は
、
引
又
新
田
芝
分
け
の
長お
さ

百
姓
也
（
神
山
健
吉
氏
は
、「
草
分
け
の
三
苗
」

と
称
し
て
い
る
）。
勿
論
引
又
は
舘
本
村
の
残
地
新
田
に
し
て
舘
村
の
枝え
だ

郷ご
う

た
る
故
に
、
鎮
守
も
な
く
菩
提
寺

も
な
し
。
因
み
に
舘
本
村
氷
川
明
神
を
鎮
守
と
し
、
同
所
宝
幢
寺
を
菩
提
寺
と
す
る
者
也
。

　
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 

四・十
五 

引
又
草
分
け
の
三
苗

　
三
上
、
村
山
両
家
は
現
今
ま
で
、
ま
た
星
野
家
は
明
治
の
末
に
至
る
ま
で
、
そ
の
後
継
続
し
て
同
所
に
居

住
し
て
お
り
、又
、三
家
そ
れ
ぞ
れ
に
残
さ
れ
た
家
系
の
資
料
も
傍
証
と
し
て
役
立
っ
て
い
る
。
故
に
、『
旧
記
』

の
記
述
は
、
正
し
く
志
木
草
創
三
家
の
由
来
を
語
る
も
の
と
云
え
よ
う
。
移
住
の
と
き
か
ら
数
え
て
、
本
年

は
四
百
四
十
年
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

 

四・十
六 

舘
村
地
頭
の
福
山
月げ
っ
斉さ
い
邸
に
飛
火　
長
勝
院
へ
免
田
宮
原
弥
右
衛
寄
附
の
事

　

元
和
年
中
（1615

〜24

）、
当
村
の
地
頭
は
福
山
月
斉
殿
と
い
へ
り
。
今
の
城
山
の
本
丸
に
住
し
た
ま
ふ
。

2324
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勿
論
そ
の
頃
迄
は
本
丸
の
廻
り
に
築
地
、
掛
塀
建
ち
て
有
レ
之
、
然
る
に
弥
右
衛
門
の
居
屋
敷
は
、
本
丸
の

前
今
の
上
宿
に
住
居
す
。
弥
右
衛
門
不
慮
の
火
難
に
逢
ふ
。
折
節
南
風
激
し
く
遂
に
月
斉
殿
の
住
た
ま
ふ
本

丸
へ
炎
も
へ
移
り
、
御
殿
不
レ
残
焼
け
落
ち
た
り
。
依
レ
之
弥
右
衛
則
ち
長
勝
院
に
寺
入
り
す
。
時
に
住
持

を
以
て
月
斉
殿
へ
詫
び
す
。
御
聞
入
届
御
免
有
之
し
な
り
。
そ
の
後
弥
右
衛
門
金
子
を
以
て
長
勝
院
へ
右
之

礼
に
参
る
時
、
住
持 

被
レ
申
し
は
、
か
様
之
事
に
出
家
と
し
て
金
子
を
受
納
す
べ
き
に
あ
ら
ず
、
何
ぞ
□
記

な
る
事
を
せ
ら
れ
ば
然
り
と
。
弥
右
衛
門
是
を
承
知
し
て
、
然
れ
ば
当
院
に
は
畑
あ
っ
て
田
な
し
、
田
地
を

寄
附
せ
ん
と
て
乃
ち
関
場
に
お
い
て
、
右
書
面
之
中
田
四
反
弐
畝
拾
九
歩
寄
附
し
訖お
は

ん
ぬ
。

　
舘
村
本
村
の
枝え
だ

郷ご
う

だ
っ
た
の
で
引
又
に
名
主
は
置
か
れ
ず
・
・
・

　

そ
の
代
り
に
、
組
頭
一
人
が
置
か
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。
し
か
し
、
寛
永
二
年
（1625

）、
引
又
百
石
の
地
が

旗
本
新
見
七
右
衛
門
正
信
の
知
行
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
舘
本
村
か
ら
名
実
共
に
独
立
し
て
「
引
又
村
」
と

な
る
。

　

寛
永
年
間
（1624

〜44

）
に
、「
引
又
河
岸
」
が
開
設
さ
れ
、
三
上
又
兵
衛
は
回
漕
店
を
創
業
し
て
運
営

し
て
い
た
が
、
組
頭
の
地
位
に
あ
っ
て
、
初
代
の
名
主
に
取
り
立
て
ら
れ
る
。

 

四・十
七 

新
田
芝
分
け
の
後
、
半
世
紀
経
っ
て

　

引
又
村
は
繁
栄
に
向
か
っ
て
、
余
り
に
も
急
速
な
変
革
を
遂
げ
た
。

　

新
河
岸
川
の
舟
運
に
よ
っ
て
、
引
又
と
江
戸
・川
越
は
水
運
で
結
ば
れ
る
。
そ
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、「
川

越
の
大
火
」
だ
っ
た
。

　

当
時
の
川
越
は
、
江
戸
の
幕
府
と
直
結
し
、
情
報
を
共
有
し
て
い
た
。
寛
永
十
五
年
（1638

）、
三
大
東

照
宮
の
一つ
に
数
え
ら
れ
て
い
た
川
越
の
「
東
照
宮
」
と
、
三
代
将
軍
と
の
所
縁
が
深
か
っ
た
「
喜
多
院
」
等

が
焼
失
、
徳
川
幕
府
は
大
変
神
経
を
使
い
、
そ
の
再
建
の
た
め
、
江
戸
城
内
の
「
紅
葉
御
殿
」
を
解
体
し
て
、

用
材
を
川
越
に
移
転
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
と
き
、
運
搬
に
、
陸
路
よ
り
効
率
的
な
、
新
河
岸
川
に
よ

る
水
運
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
新
河
岸
川
で
は
，
小
規
模
な
舟
の
輸
送
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
本

格
的
な
舟
運
は
こ
の
と
き
に
開
始
さ
れ
た
。

 

四・十
八 

川
越
藩
主
の
命
令
に
よ
っ
て
、「
井
下
田
回
漕
店
」
が
開
業
し
た
の
は
・
・
・

　

明
暦
二
年（1656

）と
い
わ
れ
、水
路
が
整
備
さ
れ
て
、川
越
か
ら
農
産
物
が
江
戸
に
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

舟
運
は
、
川
越
と
江
戸
を
結
ぶ
物
資
交
流
の
大
動
脈
と
な
っ
た
。

　

回
漕
店
を
支
え
て
き
た
井
下
田
家
は
、
初
代
か
ら
十
八
代
に
わ
た
っ
て
綿
々
と
引
き
継
が
れ
た
が
、
最
後

の
舟
運
を
務
め
た
井
下
田
四
郎
氏
は
、
貴
重
な
記
録
、『
引
又
河
岸
の
三
百
年
』
を
残
さ
れ
て
い
る
。

　

新
河
岸
川
に
は
多
数
の
河
岸
場
が
置
か
れ
た
が
、
そ
の
中
で
も
、「
引
又
河
岸
」
は
、「
奥
州
街
道
」
と
の

交
点
に
位
置
し
、
内
陸
部
と
の
交
通
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
明
暦
（1655

〜
）
か
ら
寛か
ん

文ぶ
ん

（
〜1672

）
年
間
に
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か
け
て
、
六
斎
市
（
月
間
六
回
行
わ
れ
る
定
期
市
）
や
宿
場
（
引
又
宿
）
が
設
け
ら
れ
た
。

　
「
奥
州
街
道
」
は
・
・
・

　
か
つ
て
武
蔵
国
の
武
士
が
鎌
倉
に
向
か
う
た
め
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
「
鎌
倉
街
道
」
の
側
道
と
し
て
の
古

道
が
元
に
な
り
、
次
第
に
利
用
さ
れ
始
め
た
、
と
云
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
に
向
か
う
参
勤
交
代
の
大
名
が
、

し
ば
し
ば
経
費
節
減
の
手
段
と
し
て
行
列
を
簡
略
化
し
、
日
光
街
道
か
ら
甲
州
街
道
へ
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て

も
使
わ
れ
た
。

　

現
在
の
志
木
市
役
所
の
下
流
、
柳
瀬
川
と
合
流
す
る
地
点
に
設
け
ら
れ
た
船
着
場
の
「
引
又
河
岸
」
は
、

廻
送
さ
れ
た
積
荷
の
中
継
点
と
な
っ
て
繁
盛
し
、
引
又
を
賑
わ
い
の
ま
ち
へ
と
導
い
た
の
で
あ
る
。

　

荷
物
は
、
現
・
新
座
市
を
経
て
都
内
に
入
り
、
清
瀬
、
小
平
方
面
へ
、
ま
た
飯
能
な
ど
に
向
か
っ
た
。

　
軒
を
連
ね
る
商
家

　

河
岸
場
か
ら
運
ば
れ
た
荷
物
の
取
引
で
賑
わ
い
、
二
七
の
市
が
定
期
的
に
開
か
れ
，
酒
造
、
肥
料
商
、
穀

物
商
、
呉
服
商
、
荒
物
商
な
ど
の
大お
お

店だ
な

（
規
模
が
大
き
な
商
店
）
が
並
ぶ
。

 

四・十
九 

「
野
火
止
用
水
」
の
開
通

　
こ
の
用
水
は
、
承
応
四
年
（1655

）、
自
領
「
野
火
止
」
の
原
野
を
開
拓
す
る
灌
漑
の
た
め
に
、
川
越
城

主
松
平
伊
豆
守
信
綱
に
よ
っ
て
掘
削
さ
れ
た
。
又
の
名
を
「
伊
豆
殿
堀
」
と
い
う
。
現
・
新
座
市
か
ら
志
木

市
内
に
入
る
と
、
そ
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
貫
通
し
て
新
河
岸
川
に
流
れ
込
ん
で
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
引
又
の
対
岸
に
当
る
宗
岡
地
域
を
知
行
し
て
い
た
旗
本
岡
部
氏
の
家
臣
、
白
井
武
左
衛
門

は
、
用
水
の
末
流
が
無
効
用
水
と
し
て
流
れ
て
い
た
の
を
見
て
、
こ
れ
を
宗
岡
地
域
の
灌
漑
に
利
用
し
よ
う

と
考
え
た
。
そ
の
た
め
、
新
河
岸
川
を
越
え
る
、
巨
大
な
架
け
樋
を
考
案
し
、
寛
文
二
年
（1662
）、
長
さ

が
百
二
十
六
間
（
約260

メ
ー
ト
ル
）
に
及
ぶ
巨
大
な
樋
が
架
け
ら
れ
た
。

　

上
流
か
ら
流
れ
て
き
た
用
水
を
子こ

枡ま
す

に
一
旦
貯
め
、
上
部
の
篔か
け
ひ（

筒
状
の
樋
）
か
ら
落
と
し
、
大
枡
に
貯
め

て
再
び
落
と
す
と
、
流
水
は
勢
い
を
増
す
。
こ
の
流
水
を
上
向
き
の
篔
（
登
竜
）
に
登
ら
せ
て
新
河
岸
川
を
越

え
る
。
水
路
橋
の
柱
が
四
十
八
本
だ
っ
た
の
で
、
伊
呂
波
四
十
七
文
字
に
因
ん
で
「
い
ろ
は
樋
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

引
又
河
岸
に
荷
揚
げ
さ
れ
た
貨
物
は
、
一
旦
、
現
・
志
木
市
の
市
場
通
り
で
取
引
さ
れ
、
ま
た
こ
の
大
通

り
に
は
定
期
の
市
が
立
ち
、
ま
た
大
店
の
商
い
で
殷
賑
を
極
め
る
。

 

四・二
十 

文
化
十
一
年
「
引
又
宿
絵
図
」
が
公
け
に
さ
れ
る
・
・
・ 

　

前
記
し
た
引
又
新
田
「
草
分
け
の
三
苗
」
の
一つ
だ
っ
た
「
星
野
家
」
は
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
志
木
市
か

ら
転
居
し
た
が
、
昭
和
四
十
八
年
（1973

）、
神
山
健
吉
氏
が
調
査
の
た
め
同
家
を
逗
子
市
に
訪
ね
た
。
そ

の
と
き
、
数
多
く
の
同
家
の
遺
品
が
氏
に
貸
与
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
一つ
が
上
に
掲
出
し
た
「
文
化
十
一
年
の
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絵
図
」
で
あ
る
。

　

こ
の
絵
は
、
文
化
七
年
（1810

）
か
ら
三
十
七

年
に
わ
た
っ
て
、
引
又
・
市
場
の
名
主
を
務
め
た

星
野
半
平
が
、
そ
の
頃
の
大
通
り
周
辺
の
家
並
み

を
詳
細
に
描
い
た
も
の
で
、「
野
火
止
用
水
」（
又

の
名
は
「
伊
豆
殿
堀
」）
や
「
い
ろ
は
樋
」
の
ほ
か
、

現
存
す
る
い
く
つ
も
の
旧
家
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
引
又
宿
の
縮
図
は
、当
時
の
様
子
を
我
々

の
眼
前
に
示
す
貴
重
な
も
の
と
云
え
よ
う
。

　

ま
た
、
半
平
は
、「
舘
村
」
の
半
世
紀
前
を
懐

古
し
て
、
宝
永
二
年
（1705

）「
舘
村
絵
図
、
同

引
又
・
中
野
」
を
描
い
て
い
る
（
十
九
、二
十
頁
に

掲
出
）。

　
『
星
野
半
右
衛
日
記
』
は
・
・
・

　

星
野
家
の
後
裔
で
、
弘
化
四
年
（1847

）
か
ら

嘉
永
三
年
（1850

）
頃
ま
で
引
又
宿
の
名
主
を
務

め
た
半
右
衛
門
が
記
し
た
十
一
冊
の
日
記
だ
が
、

前
記
し
た
よ
う
に
、
同
家
か
ら
神
山
氏
に
手
渡

さ
れ
た
。
次
号
で
そ
の
概
要
を
紹
介
し
よ
う
。

文化十一年　引又宿絵図
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＝
志
木
市
の
歴
史
＝

・
文
明
十
八
年
、「
む
ね
お
か
と
い
へ
る
所
」
と
し
て
、

文
書
に
「
宗
岡
」
が
記
録
さ
れ
る

・
巡
歴
の
高
僧
、
道
興
准
后
の
、「
廻
国
雑
記
」
に
記

さ
れ
た
大
石
信
濃
守
の
城
郭
に
つ
い
て
具
体
的
な
記
述

は
未
だ
に
発
見
さ
れ
ず

・
天
文
年
中
、「
柏
城
」
の
城
下
は
賑
わ
っ
て
い
た 

・
永
禄
四
年
、
上
杉
謙
信
が
柏
城
を
奪
取
す
る

・
こ
の
間
に
、
城
郭
址
は
民
地
と
な
っ
て
「
舘
村
」
が

発
足
す
る

・
天
正
四
年
、「
舘
村
」
を
本
村
（
本
郷ご

う
）
と
し
て
、「
引

又
」
が
子
村
（
枝え

だ

郷
）
と
な
る

・
寛
永
二
年
（1625

）、
引
又
の
地
が
旗
本
新
見
七
右

衛
門
正
信
の
知
行
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
舘
本
村
か

ら
名
実
共
に
独
立
し
て
「
引
又
村
」
と
な
る
。

・
引
又
草
分
け
三
苗
の
三
上
、
村
山
両
家
は
、
現
今

ま
で
つ
づ
く

・『
舘
村
旧
記
』
が
執
筆
さ
れ
（
享
保
十
二
〜
十
四
年
）、

舘
村
再
起
屋
敷
割
之
図
が
残
さ
れ
た

・
天
保
二
年
（1836

）、
星
野
半
平
描
く
「
宝
永
二
年

（1705

）
の
武
州
新
座
郡
舘
村
絵
図
・
同
引
又 

中
野
」

・
新
田
芝
分
け
の
後
、
半
世
紀
経
ち
、
引
又
村
は
大

き
な
繁
栄
に
向
か
っ
て
、
急
速
に
変
革
を
遂
げ
る
（
文

化
十
一
年　

引
又
宿
絵
図 

）

元
号

西
暦

元
和

寛
永

正
保

慶
安

承
応
明
暦
万
治

寛
文

延
宝

天
和
貞
享
元
禄

文
明

1469

長
享

延
徳

明
応

文
亀
永
正

大
永

享
禄

天
文

弘
治

永
禄

元
亀

天
正

文
禄

慶
長

1487
1489
1492

1501
1504

1521
1528
1532

1555
1558

1450

1500

1600

1700

1550

1650

1570
1573

1592
1596

1615

1624

1644
1648
1652
1655
1659
1661

1673

1681
1684
1688

文
化

宝
永

正
徳

亨
保

元
文

寛
保

延
享

寛
延

宝
暦

明
和

安
永

天
明

寛
政

享
和

1804

1704

1711
1716

1736
1741
1744
1748

1700

1800

1750
1751

1764

1772

1781
1789

1801
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本
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
年
四
回
（
一
、四
、七
、十
月
、
各
五
日
）
発
行

　
　
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
・
・
・

　

地
域
住
民
と
行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、
報
道
に
よ
っ
て
市

民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
市
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
を
編
集
・
発
行
し
、

無
料
で
配
布
し
ま
す
。

　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
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集
部　

原
宛
に
ど
う
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